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 審   査   の   要   旨 
 本論文のもっとも特筆すべきオリジナリティは、サウンドスケープという概念を援用し、地域資源として
の音環境の特徴と可能性について考察した点である。いわゆる地方の衰退は、現代日本における主要な社会
問題の一つであるが、それぞれの地方が有する固有な自然的、歴史・文化的資源を再発見・再評価し、それ
らを活用した地域活性化に取り組んでいる事例は、日本全国の津々浦々に存在する。しかしそれらが対象と
している地域資源は、視覚的あるいは味覚的（飲食物）なものが大半であり、地域の音という聴覚的地域資
源に注目している事例は少ない。一方、サウンドスケープという語のもとになった、地理学の用語であるラ
ンドスケープ（景観）に関しては、地理学が歴史的に景観の視覚的要素を重視してきたことを批判し、景観
をより広義に解釈する動きが近年広まっている。
 上記のような社会的、学術的背景から、地域の音環境を対象にした地理学的研究は先行事例が非常に少な
いにもかかわらず、著者は、地理学における資源論、景観論一般に関する論考から、サウンドスケープに関
連するさまざまな学問分野の研究まで、非常に幅広く文献をレビューし、地理学が地域の音環境を研究する
にあたっての理論的枠組みや方法論を確立した。地域の「音」という不可視な存在と地域住民との関係を解
明するのは困難なことであるが、著者は自ら構築した理論や方法論を援用し、二つの全く異なる地域のサウ
ンドスケープの特徴を、現地での関係各所への綿密な聞取り調査などのフィールドワークに基づく実証的な
データや資料によって解明した。それによって、聴覚的地域資源も地域活性化の素材として有効であると示
されたことの社会的意義は高い。また、本論文によって著者は、これまで視覚偏重であった地理学において、
聴覚的地域資源に着目することで、新しい地域理解の可能性が広がることを実証し、地理学の理論や方法論
に新たな地平を切り拓いたといえ、その学術的価値もきわめて高い。
 平成３１年１月３１日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものとして認める。
